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ナウマンと佐川
2025 年は、日本の地質学の父とも称されるエドムント・ナウマンが来

日してから 150 年にあたります。佐川でもナウマンの功績は今尚語り継
がれており、「ナウマンカルスト」や「ナウマンクラブ」など、彼の名前
を町のあちこちで見ることができます。
この記念すべき年を祝い、日本地質学会の主催により、「ナウマン来日

150 年．その功績と足跡を辿る」と題したオンライン講演会が、5月 10
日（土）13 時 30 分から開催される予定です。本講演会では、ナウマン
の足跡や彼の研究が日本にもたらした影響を多角的に振り返ります。新潟
県のフォッサマグナミュージアムや東京大学総合研究博物館などからの講
演が配信される予定ですが、これに加えて佐川地質館からもナウマンと佐
川の関わりについて全国に紹介する予定です。
150 年経った今も語り継がれるナウマンの偉業。次の世代へとつなぐこの講演会は、私たちが自然

と歴史、そして郷土に向き合い、学び続ける意義を再確認する貴重な機会となるでしょう。

5 月の地質館イベント
５月５日（月）12:00 ～ &15:00 ～（１０分程度）展示解説「洞窟に落ちた動物たち」
５月１０日（土）13:30 ～ 16:00 オンライン講演会「ナウマン来日 150 年　その功績と足跡を辿る」
Youtubeライブ配信で視聴可能　https://www.youtube.com/live/BWjqEgzDNuo
（地質館でも同時刻に講演を上演予定です。）詳しくは日本地質学会のウェブサイト（geosociety.jp）をご覧ください。
５月２４日（土）～翌５月１０日（日）　特別展「蛇紋岩と謎に包まれた黒瀬川帯」
５月２５日（日）12:00 ～ &15:00 ～（１０分程度）展示解説「蛇紋岩と謎に包まれた黒瀬川帯」

地質館だより
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桜座には、大ホールの他に、練習スタジオ・練習ホール・和室の３つ
の貸館があります。バンドやダンスの練習、生け花教室など、利用内容
は様々で、たくさんの方にご利用いただいております。利用時間は朝の
9時から夜の 24時までと長く、仕事終わりの利用も可能です♪


